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研究ノート

最上紅花の脳疾患予防作用とアンチエイジング作用について 
─抗酸化成分の分析から─

平松　緑1・五十嵐喜治2・鈴木淳子3・村上淳希4

及川　彰5・高橋知子6

１．はじめに

　最上紅花は山形県内陸地方に室町時代から江戸時代にかけて全国一の栽培生
産量を占めていた。その栽培目的には、最上紅花の花びらから保存にも安定な
紅もちが北前船により京都や大阪に運ばれ、反物の染料および口紅やほほ紅の
化粧料として、金に代わる高い値で取引された換金作物であったこと、帰り荷
として瀬戸内海の塩、木綿、工芸品、灯篭などの上方の産物がその換金された
金で仕入れ、再び北前船により運ばれ、酒田の廻船問屋を経由して最上川を下
り、内陸地域に運ばれ売られていったことによる物資の運搬への貢献であった。
このようにして上方の文化が山形県に浸透し、山形の文化が造られたことによ
り、山形県は現在までその恩恵を被っている。その後、政府は最上紅花の栽培
にかわって絹生産を奨励し、さらに文明開化による産業革命の到来から合成染
料が合成され、最上紅花の栽培はほとんど途絶えていった。
　最近自然志向の高まりにより再び最上紅花の染め物が山形県内陸において高
まっている。一方、紅花は紀元前約 ３ 千年ごろからエジプトをはじめ、地中海
沿岸地域において栽培されてきた。主な用途は染料および生薬であった。紅花
はこの地域からローマ、ヨーロッパ、アメリカ、中国、朝鮮および日本に広ま
っていった。これらの国で一般に生薬として用いられてきたが、その作用は主
に血液循環作用と免疫力を高める作用により、血管関係の疾病、例えば脳卒中、
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心臓系の疾患など、および皮膚病に用いられていた。詳細は我々が記述してい
る文献1,2を参照されたい。
　最上紅花の花びら抽出液を用いた研究からいくつかの効能が報告されている。
すなわち、抹消血流量の増加3、抗細菌作用4、血小板凝集の抑制5、マウス胚
心筋細胞の拍動増加6、抑うつ神経の活性作用7、抗炎症作用8、マウス皮膚が
んの腫瘍促進抑制9、さらに花びらにあるポリサッカライドによるマクロファ
ージの活性化10および炎症性サイトカインの促進11,12が明らかにされている。
　われわれは最近、最上紅花の花びら抽出液には活性酸素・フリーラジカルを
消去する抗酸化作用、C6グリア細胞におけるグルタミン酸誘導細胞死の抑制、
並びに外傷性てんかんモデルラットの急性期における脳損傷組織中の過酸化脂
質およびDNA酸化物（6-ヒドロキシ-2-デオキシグアノシン）の上昇を抑制
することを見出し、最上紅花には脳保護作用のあることを明らかにしてきた13。
　また最上紅花の花びらには赤色色素のカルサミン、黄色色素のヒドロキシサ
フロールイエロー A，サフロミンおよびプレカルサミンが見出されている14。今
回は最上紅花の花びら抽出液が何故脳保護作用を示すのかを明らかにするため、
最上紅花に含まれる他のポリフェノールを明らかにし、それらの機能性から最
上紅花の花びらの効能を活かした使用方法について論述する。また最近、最上
紅花の花びらのほかに最上紅花の若菜が健康な食材として普及している15,16。
その若菜に含まれるポリフェノールについて言及し、最上紅花の花びらと若菜
の健康への効能について、考察を加える。

２．�高速液体クロマトグラフィーによる最上紅花の花びらと�
若葉におけるポリフェノールの検索・同定

（1） 分析方法
　花びら、若葉、茎および種を用いた。試料0.05gを細かく裁断し、水とエタ
ノール混合溶液（１；１）の10倍量（g/ml）を加え、ボルテックスミキサーで
40秒撹拌後、暗所に放置し、その上清を高速液体クロマトグラフィーによるポ
リフェノールの分析に用いた。装置にはL-2130ポンプ（株式会社日立製作所、
東京）と、ダイオードアレイ検出器（株式会社日立製作所、東京）を使用した。
ポリフェノールの分離にはDevelosil C30-UG5 カラム（4.6 i.d.╳250mm、野村
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化学株式会社、愛知）を用い、移動相には5％ MeCNを含む1％酢酸（A）と40％
MeCN（B）を 使 用 し、 溶 出 は180分 で（B）が100 ％ と な る 直 線 勾 配（linear 
gradient）で行った。流速は0.8ml/分とし、検出波長は330nmとした。ルテオ
リンとケルセチンのピークは上記分析条件では分離不可能なため、22.5％
MeCNを含む0.1％酢酸を展開溶媒とする分析も合わせて行った。

（2）結果
　最上紅花の赤色の花びらには非常に多くのヒドロキシサフロールイエローＡ
とアンヒドロサフロールイエローＡが見出された。次いでルテオリン、すなわ
ち、ルテオリン-グルコース-グルコースとルテオリン-グルコース-グルクロ
ン酸の2種が多く検出された（Fig.1）。最上紅花の黄色の花びらには赤色の花
びらと同様に4種類のポリフェノールとその配糖体が検出された。量的にはヒ
ドロキシサフロールイエローＡとアンヒドロサフロールイエローＡが多く、次
いでルテオリン-グルコース-グルコースおよびルテオリン-グルコース-グル
クロン酸であった。黄色の花びらに含まれるこれらの化合物の量は赤色の花び
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Fig.1　最上紅花の赤色花びらのHPLCクロマトグラム
1 ;ヒドロキシサフロールイエロー A, 2 ;ルテオリン-グルコース-グルコース

3;ルテオリン-グルコース-グルクロン酸
4;アンヒドロサフロールイエロー A
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Fig.2　最上紅花の黄色花びらのHPLCクロマトグラム
1 ;ヒドロキシサフロールイエロー A, 2 ;ルテオリン-グルコース-グルコース

3;ルテオリン-グルコース-グルクロン酸
4;アンヒドロサフロールイエロー A、5;カルサミン
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Fig.3　標準品ルテオリンとその配糖体のHPLCクロマトグラム
1 ;ルテオリン-7-グルコシド、2;ルテオリン-4’-グルコシド、3;ルテオリン
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らのおよそ二分の一であった（Fig.2）。
　最上紅花の若菜の分析結果をFig.3&4に示した。紅花の花びらとは全く異
なった結果が得られた。すなわち、花びらに見出されたポリフェノールとその
配糖体はほとんど見出されず、ルテオリンとの配糖体が多く検出された。配糖
体はルテオリン-7-グルコシドとルテオリン-4‘-グルコシドであった。ルテオ
リン-7-配糖体はルテオリンよりも多く含まれていた（Table 1）。

Table 1　最上紅花の若菜にポリフェノール量として多く含まれていた
　　　　ルテオリンとルテオリン配糖体（mg/g tissue）
　　　　　　　ルテオリン 　　0.264
　　　　　　　ルテオリン-4’-O-配糖体 　　0.048
　　　　　　　ルテオリン-7-O- 配糖体 　　0.383
測定は高速クロマトグラフィーによった。

　最上紅花の種には上記の花びらおよび若菜に多く認められたポリフェノール
およびその配糖体、すなわち、花びらに見出されたヒドロキシサフロールイエ
ローＡとアンヒドロサフロールイエローＡ、ルテオリン-グルコース-グルコー
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Fig.4　最上紅花の若菜のHPLCクロマトグラム
1 ;ルテオリン-7-グルコシド、2;ルテオリン-4’-グルコシド、3;ルテオリン
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スと、ルテオリン-グルコース-グルクロン酸、ルテオリン-7-グルコシドとル
テオリン-4‘-グルコシド、および若菜に見出されたルテオリン、ルテオリン-7-
グルコシドとルテオリン-4’-グルコシドは種にはいずれも検出されなかった。
これらとは別のポリフェノール及びその誘導体が見出された（データー省略）。

３．�メタボローム解析による最上紅花の花びらと若菜のポリフェ
ノールの分析

（1）分析方法
　最上紅花、若菜、およびその他4種類の葉すなわち、明日葉青汁（100％）、
大麦若葉青汁（100％）、ケール粉末、桑の葉粉末並びに最上紅花若菜粉末を用
いた。
　試料に内部標準物質のメチオニンスルフォミンとD-カンフル-10-スルフォ
ン酸を各20μMとなるように調整したメタノール溶液500μlを加えて撹拌し、
さらにクロロホルム500μlおよびMilliQ水200μlを加えて撹拌した。次いで4
℃、4,600gで10分遠心分離し、得られた上層のメタノール層を限外ろ過フィ
ルターにとり、4℃、9,100gで3.5時間遠心分離を行った。その後、ろ液100μl
を遠心濃縮し、3-アミノピリジンとトリメセイト（trimesate）を各200μMを
含む水溶液50μlで溶解して、測定した。
　ポリフェノールの分析はCE-TOFMOS（中性化合物、ネガテイブモード）
を用いて行った。

（2）分析結果
　最上紅花の花びらにはカルサミン、サフロールイエロー B、サフロミンC、
プレカルサミン、ヒドロキシサフロールイエロー Aおよびアンヒドロサフロ
ールイエロー Aが検出された。その他多くのポリフェノールが微量ながら検
出された（データー省略）。
　最上紅花の若菜の粉末には非常に多くのルテオリンとケルセチンが含まれて
いること、およびルテオリンのほうがケルセチンの ２ 倍多く含まれていた。こ
れらの化合物は明日葉青汁（100％）、大麦若葉青汁（100％）、ケール粉末および
桑の葉粉末に比べて約100倍多く含まれていることが明らかとなった（Table 2）。
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Table 2　最上紅花若菜と4種類の葉に含まれるポリフェノール含有量の比較

明日葉青汁 大麦若葉青汁 ケール粉末 桑の葉粉末 最上紅花若菜粉末
100％ 100％ 100%

ルテオリン 319 52.2 18.0 18.7 41,583
ケルセチン 387 19.9 10.9 64.3 21,925
各値は内部標準物質のカンフル-10-スルホン酸を1とした相対値（╳10,000）を示す。測定
はメタボローム分析（CE-TOFMOS の中性化合物、ネガティブモード）により行った。

４．�その他HPLCクロマトグラフィーにより最上紅花の花びら、
若菜、茎に検出された少量のポリフェノール

（1）分析方法
　最上紅花の花びら、若菜および茎を用いた。これらに水、水とエタノール混
液（1；1）またはエタノールの ３ 種類の溶液を用いてポリフェノールを抽出
した。各試料にこれらの液を25ml加え、常温で48時間放置したのちに4℃、
3,000gで10分遠心分離し、上清を分析に使用した。測定には高速液体クロマ
トグラフ（Summit HPLC（日本ダイオネクス株式会社、大阪））を用いた。ポ
ンプはP680 LPG、検出器はUVD-170U、カラムはAccalaim C18μm 4.6 ╳
150nmを使用した。移動相には10mMリン酸とアセトニトリルを用い、溶出は
Table 3に示したステップグラジェイントを用いた。流速は1.0ml/ 分、検出波
長は210nm/245nm/280nm/410nm（定量のための比較は280nmにおいて実
施）とした。

Table 3　移動相の組成

時間（分） 0.0 5.0 8.0 10.0 15.0 25.0 27.0 27.1 36.0

10mMリン酸（％） 95 95 85 85 60 40 40 95 95

アセトニトリル（％） 5 5 15 15 40 60 60 5 5

（2）分析結果
　最上紅花の花びらには、アカセチン、アピゲニン、バイカレイン、エピカテ
キン、エピカテキンガレート、エピガロカテキン、ケンフェロール、ミリセチ
ンおよびケリセチンが水、水／エタノール混液またはエタノールのいずれかの
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抽出液に検出された。これらのなかではケルセチンが最も多く含まれていた。
次いでエピガロカテキンガレートの順であった（Table 4）。しかしながら全体
的にみると、これらの化合物はむしろマイナー成分であり、主要成分としては
ヒドロキシサフロミンイエロー A、アンヒドロサフロールイエロー A、ルテオ
リン‐グルコース‐グルコース、およびルテオリン‐グルコース‐グルクロン酸
が検出された（Fig.1&2）。

Table 4　最上紅花の花びら抽出液中のマイナーポリフェノールとその誘導体の相対値

溶媒 水 水・エタノール（1：1） エタノール
アカセチン 0.047 0.255
アピゲニン 0.093 0.237 0.066
バイカレイン 0.085
エピカテキン 0.055
エピカテキンガレート 5.547 0.866 0.041
エピガロカテキン 0.980 1.000 0.105
ケンフェロール 0.074
ミリセチン 1.269 0.489
ケルセチン 0.101 6.766 1.072

各値は紅花花びらを水・エタノール混合液（1；1）で抽出した時のエピガロカテキンのピーク
面積値を1とした相対値で示す。主要ポリフェノールとしてはFig.1とFig.2に示すように、
ヒドロキシサフロ－ルイエロー A、ルテオリン-グルコース-グルコース、ルテオリン-グル
コース-グルクロン酸、アンヒドロサフロールイエロー A とカルサミンが含まれていた。

　最上紅花の若菜には、水、水／エタノール混液またはエタノールの抽出液い
ずれかには、アカセチン、アピゲニン、バイカレイン、カテキン、エピカテキ
ンガレート、エピガロカテキン、ケンフェロール、ミリセチンおよびケリセチ
ンが検出された。これらのうち多いものはケルセチンとミリセチンであった。次
いでエピカテキンガレートとエピガロカテキンが多く含まれていた（Table 5）。
　最上紅花の茎には水、水／エタノール混液またはエタノールの抽出液いずれ
かには、アカセチン、アピゲニン、バイカレイン、エピカテキン、エピガロカ
テキン、ケンフェロールおよびミリセチンが検出された。これらポリフェノー
ルの含有量はいずれも多いものであった。またアグリコンの配糖体は検出され
なかった（Table 6）。
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Table 5　最上紅花の若菜抽出液中のマイナーポリフェノールとその誘導体の相対値

溶媒 水 水・エタノール（1：1） エタノール
アカセチン 0.203 0.490
アピゲニン 0.040
バイカレイン 0.191
カテキン 0.048 2.169  2.819
エピカテキンガレート 0.415 2.466 0.0863
エピガロカテキン 2.120 1.772  0.319
ケンフェロール 0.055
ミリセチン 0.267 2.669
ケルセチン 1.189 2.905  0.070

各値は最上紅花花びらを水・エタノール混合液（1；1）で抽出した時のエピガロカテキンの
ピーク面積値を1とした相対値で示す。主要ポリフェノールとしてはFig.4で示すように、ル
テオリン、ルテオリン-4’-O-配糖体およびルテオリン-7’-O-配糖体が認められた。

Table 6　最上紅花の茎抽出液中のマイナーポリフェノールとその誘導体の相対値

溶媒 水 水・エタノール（1：1） エタノール
アカセチン 2.891 3.820 3.820
アピゲニン 3.065
バイカレイン 3.229
エピカテキン 2.138
エピガロカテキン 1.792
ケンフェロール 3.160
ミリセチン 2.692 2.675

各値は紅花花びらを水・エタノール混合液（1；1）で抽出した時のエピガロカテキンのピー
ク面積値を1とした相対値で示す。

５．最上紅花の若菜における抗酸化活性の比較

（1）分析方法
　試料には明日葉青汁（100％）、大麦若葉青汁（100％）、ケール粉末、桑の葉
粉末および最上紅花若菜粉末を用いた。これらに水とエタノール混合溶液（１；
１）を10倍量（g/ml）加え、ボルテックスミキサーで40秒撹拌後、暗所に放
置し、その上清を実験に使用した。抗酸化活性は1,1-ジフェニル-2-ピクリル
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ヒドラジル（DPPH）ラジカルを指標とし、電子スピン共鳴装置を用いて分析
した13。

（2）分析結果
　各試料の抗酸化活性をTable 7に示した。IC50の値が小さいほど抗酸化活性
は大きいことを意味している。最上紅花の若菜粉末は桑の葉粉末、明日葉青汁

（100％）、大麦若葉青汁（100％）およびケール粉末（100％）に対して最も抗酸
化活性が大きいことが認められた。また、最上紅花の若菜粉末の抗酸化活性は、
大麦若葉青汁100％およびケール粉末100％に対しては10倍以上も大きかった。

Table 7　5種類の葉における抗酸化活性の比較

葉 値（IC50 μg/ml）
最上紅花の若菜の粉末 　1.0　　　
桑の葉粉末 　2.0　　　
明日葉青汁100% 　4.0　　　
大麦若葉青汁100% 10.0 以上
ケール粉末100% 10.0 以上

IC50の値が低いほど抗酸化活性は高いことを意味する。

６．考察

　最上紅花の花びら、若菜、茎および種について、ポリフェノールの分析をし
た結果、それぞれの部位でポリフェノールの種類および含有量が異なる特徴が
認められた。
　花びらには非常に多くのヒドロキシサフロミンイエロー A、アンヒドロサ
フロールイエロー Aおよびルテオリン配糖体、若菜にはルテオリンとその2種
類の配糖体、茎には多くのアグリコンが認められた。種にはこれら多く含まれ
ていたポリフェノールおよびその誘導体はごく微量しか検出されなかった。
　ヒドロキシサフロールイエロー Aについては最近、多くの生理的研究の報
告がある。それは紅花の花びらに多く含まれている黄色の色素であり、神経保
護作用の効果のあることが報告されている。すなわち、ヒドロキシサフロール
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イエロー Aは一過性の焦点性虚血脳組織においてたんぱく質の酸化およびニ
トロ化、12/15-リポキシゲナーゼ並びに血液脳関門の傷害を抑制すること17、
ラットのリンパ球性脳損傷の脳障害を弱めること18、NMDA型グルタミン酸
受容体の下行性調節を介した興奮性神経細胞死の抑制効果19、酸素‐グルコー
ス欠乏によるミクログリアBV2の炎症反応の減弱化20、in vitro、in vivoにお
ける脳虚血障害の抑制21、ラット脳虚血のNMR代謝物の変化とNF-κBの変
動の抑制22などの神経保護作用が紹介されている。さらにヒトでは紅花花びら
の黄色色素のサフラワーイエローの注入により、急性脳梗塞に良い効果がもた
らされている23。これらの成果から黄色色素のヒドロキシサフロールイエロー
Aまたはサフラワーイエローは脳虚血および脳梗塞の予防または治療に期待さ
れる。
　そのほか、ヒドロキシサフロールイエロー Aはウサギの脊髄虚血の再還流
の障害を弱めること24,25、紫外線照射によるマウスの皮膚老化の抑制26、虚血
再還流による肝臓障害のマクロファージ活性の抑制による減弱化27、マウスの
リポポリサッカライドによる急性肺障害の抑制28、ラットのアルコール性肝臓
障害の抑制29など、酸化ストレスに関与した種々の疾病モデル動物で効果が示
されている。
　認知症モデルにおいては、PC12細胞におけるβ-アミロイドによる神経毒
性の減少30、BV-2ミクログリア細胞においてAβ1-42による神経炎症反応の減
少31、JAK2/STAT3/NF-κB経路の調節によりAβ1-42から誘導される炎症
が抑制されること32が報告されている。これらはアルツハイマー病の治療を対
象とした研究成果である。
　さきにわれわれは最上紅花の赤色色素のカルサミンはビタミンＣに匹敵する
ぐらいの抗酸化活性があり、胃に注入することによりラットの急性外傷性てん
かんの脳組織における過酸化脂質およびDNA酸化物の生成を抑えることを見
出した。また、最上紅花の花びら抽出液も同様にこれらの現象を抑えることを
見ている13。これらの成果は最上紅花の花びらにある赤色および黄色色素は血
液脳関門を通過することを示している。さきに最上紅花の花びら中のカルサミ
ンをHPLCクロマトグラフィーにより分析すると、花びら中に1.84mg/gのカ
ルサミンが存在することをさきに認めている13。今回の分析においては最上紅
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花の花びらには多くのカルサミンは検出されなかった。これは抽出液のpHに
よる違いが大きく左右している。注目するポリフェノールの検出にはそれに合
った抽出方法を選ばねばならないと思われる。
　われわれは今回の分析により少量の6-ヒドロキシケンペロール-3-グルコー
スを最上紅花の花びら抽出液に認めた。さきに紅花の花びらにあるケンペロー
ル配糖体とケンペロール-3-ルチノシドはラットの脳障害および神経炎症に効
果があり33、モデルラットの脳梗塞による痴ほうにおいて記憶障害を減じるこ
と34が報告されている。ケンペロールはフラボノイドの一種であり、抗酸化作
用がある。これらの成果より紅花の花びらにあるケンペロールは神経保護効果
のあることが示唆される。
　そのほかに、最上紅花の花びらにルテオリン配糖体、すなわちルテオリン-
グルコース-グルコースとルテオリン-グルコース-グルクロン酸が多く含ま
れていることを我々は今回の分析から見出した。ルテオリンはフラボノイドで
あり、抗酸化作用がある。ルテオリンに関したいくつかの生理的な報告がある。
すなわち、ルテオリンは抗ガン作用35、抗炎症作用36,37、抗アレルギー作用38

が報告されている。また神経保護作用については、ミクログリア活性化を抑え
ることにより炎症によるドーパミン神経の障害を抑えること39およびマウスの
空間性記憶を増加させること40が明らかにされている。
　また、今回の分析においては最上紅花の若菜に多くのルテオリンとその配糖
体すなわち、ルテオリン-7-O-グルコシドとルテオリン-4’-O-グルコシドが
多く含まれていることを見出した。最近、日本では簡単に野菜がとれる青汁の
普及が目覚ましい。よく用いられている明日葉青汁、大麦若葉青汁、ケール粉
末および桑の葉粉末のポリフェノールを分析し、最上紅花の若菜粉末と比較し
た。その結果、最上紅花の若菜粉末にはおよそ100倍量のルテオリンとケルセ
チンが含有されていることを認めた。
　ケルセチンはフラボノイドの一種であり、抗酸化作用がある。ケルセチンの
神経保護作用については、アルツハイマー病に関係するAβ（1-42）による初
代神経細胞の神経毒性を抑えること41、アルツハイマー病モデルマウスの認知
障害および情動障害およびアルツハイマー病の病態を弱めること42、酸化スト
レスによる神経変性をルテオリンとビタミンCの併用投与は抑制することが報
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告されている43。
　ケルセチンは最上紅花の若菜ばかりか、花びらにも含まれていた。最上紅花
にあるケルセチンの神経保護作用が期待される。
　また、明日葉青汁、大麦若葉青汁、ケール粉末および桑の葉粉末と最上紅花
の若菜粉末の抗酸化活性を比較すると、最上紅花の若菜が最も高い抗酸化活性
のあることが認められた。最上紅花の若菜の抗酸化活性が高いのは一部にはこ
れら含まれるルテオリンおよびケルセチンによるのかもしれない。Lee-SHら44

は紅花の葉にはニワトリのリンパ球とマクロファージの実験から、免疫反応を
高める作用のあることを報告している。最上紅花の花びらばかりでなく若菜に
もこれら有効な成分があり、健康保持に対して大いに期待される。
　最上紅花の赤色の花びらと黄色の花びらの抗酸化作用においては、赤色が黄
色よりも強いこと、また黄色と白色の花びらにおいては黄色のほうが白色の花
びらよりも抗酸化作用は大きいことをわれわれはさきに認めている13。今回の
分析から最上紅花の赤色と黄色の花びらのいずれにおいても、ヒドロキシサフ
ロールイエローＡ、アンヒドロサフロールイエロー A、ルテオリン-グルコー
ス-グルコースおよびルテオリン-グルコース-グルクロン酸の ４ 種類が検出
された。しかし、赤色の花びらにおいては黄色の花びらに見出されたこれら４
種類の成分量は約 ２ 倍多いことが明らかとなった。これらの含有量の相違が抗
酸化活性に反映しているものと思われる。
　最上紅花の花びらと若菜において、主要成分のパターンに明らかな違いが認
められた。花びらにはヒドロキシサフロールイエローＡ、アンヒドロサフロー
ルイエロー A、ルテオリン-グルコース-グルコースおよびルテオリン-グル
コース-グルクロン酸の ４ 種の成分が多量に含まれており、若菜にはルテオリ
ン-グルコース-グルコース-とルテオリン-グルコース-グルクロン酸の ３ 種
類が含まれていた。つまり、アグリコン（糖と結合していない）とその配糖体
であった。配糖体は体内に入ると切れてアグリコンになる。いずれもフラボノ
イド骨格をもっているので、抗酸化活性は高い。また種々のアグリコン、すな
わち上記に述べたルテオリン、ケルセチン、ヒドロキシサフロールイエロー
Aおよびカルサミンはそれぞれ神経保護作用が明らかにされているので、最上
紅花の花びらおよび若菜は食材として健康維持に大いに期待される。
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　老化およびがん、脳卒中、心臓病、認知症などの生活習慣病の発症原因に酸
化ストレスが大きく関与していることがしられている45。これらの成分には抗
酸化作用がある。そのほか上記に記した神経保護作用などの生理作用が報告さ
れている。また、これらの成分が血液脳関門を通過すれば脳組織に取り込まれ、
脳疾患の予防効果が大きく期待される。これらの成分はもちろん抹消系にも大
いに作用する。さきに認知症モデルと考えられている老化促進モデルマウス

（SAM）のSAM8およびSAMP10に最上紅花の花びら抽出液を与えると、学
習が習得され、記憶保持効果のあることおよび延命効果のあることを認めた46。
これらを勘案すると、最上紅花の花びらおよび若菜にはアンチエイジング効果
のあることが大いに示唆される。

まとめ

　最上紅花の花びら、若菜および茎について、高速クロマトグラフィーおよび
メタボローム解析による分析を行い、次のことを明らかにした。
1 �．最上紅花の赤色の花びらには大量のヒドロキシサフロールイエロー A、ア

ンヒドロサフロールイエロー A、ルテオリン－グルコース－グルコース（ル
テオリンにグルコースが 2 分子結合）およびルテオリン-グルコース－グル
クロン酸（ルテオリンにグルコース 1 分子、グルクロン酸が 1 分子が結合）
が検出された。黄色の花びらにも同じこれらの配糖体が見出された。しかし、
黄色の花びらにおけるこれらの含有量は赤色の花びらのおよそ半分であった。

2 �．最上紅花の若菜には、花びらに含まれていたこれら ４ 種類の成分は全く検
出されなかった。一方、ルテオリン、ルテオリン-4’-グルコースとルテオリ
ン-7-グルコースが検出された。ルテオリン-4’-グルコースの量はルテオリ
ンとルテオリン-7-グルコースの量に比べて少なかった。

3 �．最上紅花の若菜粉末に含まれるルテオリンとケルセチンは明日葉青汁、大
麦若葉、ケール粉末および桑の葉に比べておよそ100倍の量であった。また
最上紅花の若菜粉末に含まれるルテオリン量はケルセチン量の約 ２ 倍であっ
た。

4 �．以上より、最上紅花の花びらと若菜ではそれぞれ異なるアグリコンとその
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配糖体が多く含まれていた。これらのアグリコン、すなわち、ヒドロキシサ
サフロ－ルイエロー、ルテオリンおよびケルセチンには抗酸化作用および神
経保護作用のあることから、脳疾患の予防並びにアンチエイジング効果のあ
ることが示唆された。
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